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研究成果の概要（和文）：本研究は、舞台芸術作品の創造における「ラボラトリー機能」の構築とそのモデル化
を目的として実施された。「ラボラトリー機能」とは、「作品の創造・発信」に必要な研究・実験等の「創造の
プロセス」の総体を指す。京都芸術劇場を活用したさまざまなタイプの「劇場実験」が、多くの国内外のアーテ
ィスト、研究者の参加のもとで実施され、それらを通じて、芸術系大学が「創造の現場」に実践的に関わる研究
モデルの有効性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research project focused on the ‘Laboratory-function’ in the creation
 process of performing arts. ‘Laboratory-function’ is defined to be a set of investigative and 
experimental practices for creating works of performing arts, including theoretical and practical 
ones. The efficacy of this research model conducted by the university-theatre joint, on which Kyoto 
 University of the Arts has produced many research results, has become clear through a variety of 
experimentations using Kyoto Art Theatre, which afterwards led to the creation of real art works.

研究分野：能楽研究

キーワード： 舞台芸術　演劇　　ダンス　コンテンポラリーアート　パフォーマンス　劇場　アートマネージメント
　ドラマトゥルク
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研究成果の学術的意義や社会的意義
《学術的意義》　舞台芸術研究における「ラボラトリー機能」という新たな研究対象を、理論的・実践的に基礎
付けることによって、芸術系大学における作品創造を前提とした「研究」のモデルを構築することができた。
「劇場実験」という新たな研究手法が、多様な作品創造のための実験・研究の場として機能することが実証され
た。
《社会的意義》　芸術系大学が「ラボラトリー機能」の実践を通して、舞台作品の創造現場に積極的に関与する
ことで、社会における作品の創造と発信の場を学術的にサポートする方法論を基礎付けることができた。学術研
究と作品創造の場を結びつける社会的機関としての「オープン・ラボラトリー」の有効性が実証された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）「創造のプロセス」に関する実践的研究の必要性 
① 学術的背景 
従来の日本の舞台芸術研究は、「文学研究」の一部としての戯曲研究や作家研究、もしくは舞
台化された劇場作品を対象とした上演研究等、《完成された作品》を対象とする研究が主流であ
り、来たるべき未来の《完成された作品》を目標とする具体的な「創造プロセス」に関わる実践
的研究はほとんど行われてこなかった。 
② 作品創造の現状 
近現代日本における舞台芸術作品の創造は、これまで国公立や民間の劇場、劇団やダンスカン
パニー、伝統芸能諸団体等を中心に担われてきたが、そうした作品創造の諸主体が、とりわけ 
1990 年代以降に依拠してきた公的助成金は、諸外国と比較した場合、到底潤沢とは言いがたい。
そのため最新の研究成果や社会動向を踏まえた「創造プロセス」を、中長期的な視座に立って構
築する余裕のある劇場や劇団は、ごく少数にとどまってきた。 
③ 京都芸術大学（旧称京都造形芸術大学）における研究成果の蓄積 
（a） 京都芸術大学は、平成 13 年度に、日本の高等教育機関としては初めてとなる本格的な
劇場施設「京都芸術劇場」を開設し、同時に、学内附置研究機関として「舞台芸術研究センター」
を設置した。同研究センターは、①文部科学省の大型研究助成金を受け（平成 13－25 年度）、
「京都芸術劇場」を拠点として、舞台芸術における創造と研究が有機的に結びついた、芸術系大
学にふさわしい独自の研究活動・方法を実施し、いずれも高い評価を受けてきた。 
(b) 上記活動と並行して、同研究センターを母体とした「舞台芸術作品の創造・受容のための
領域横断的・実践的研究拠点」が平成 25 年度に設置され、同年に文部科学省「共同利用・共同
研究拠点」の認定を受けた（認定期間：平成 25～令和６年度）。この事業では、舞台作品の創造
を視野に入れた「劇場を活用した研究」というコンセプトのもとに、芸術家と研究者が共同で研
究チームを組むという新しい研究手法による研究プロジェクトを、学内外から募集し、継続的に
実施しつつあった。   
④ 本研究プロジェクトの立ち上げ 
 上記①②の問題を、上記③の研究実績をベースに解決するためのヴィジョンとして、芸術系大
学が主体となった日本に独自の「オープン・ラボラトリー」の組織化が構想されることとなった。
オープン・ラボラトリーの組織化とは、劇場や劇団等の諸団体と芸術系大学とが、複雑なグロー
バル社会における芸術的／社会的要請に対応した明確なテーマを定め、相互に自由な立場で協
働し、本格的な作品を立ち上げるための、時には複数年に亘る「創造のプロセス」を立ち上げて
いく「場」の創出である。本研究プロジェクトは、そうした問題意識に基づいて実施されてきた。 
 
２．研究の目的  
本研究は、舞台芸術作品の創造プロセスにおける「ラボラトリー機能」の一般的有効性を、多
角的に検証しながら、芸術系大学における実践的研究モデルを、舞台芸術研究の分野で構築し、
広く社会に発信することを目的として行われてきた。 
（1）「ラボラトリー機能」とは何か 
「ラボラトリー機能」とは、京都芸術大学「共同利用・共同研究拠点」における設立の支柱で
ある基本コンセプトのひとつである。同研究拠点では、舞台芸術の創造現場一般における「大学
の劇場」の役割を、「ファクトリー機能」と「ラボラトリー機能」に分類している。前者が、「大
学の劇場」に特有のリソースを活かして《完成された作品》を国内外に発信していく機能を意味
しているのに対して、後者は、《完成された作品》を創造するプロセスの構築に焦点をあて、そ
の拡充をはかる機能を指している。 
（２）「ラボラトリー機能」のモデル化 
「ラボラトリー機能」は、舞台芸術研究の分野における新しい研究対象である。日本国内では
京都芸術大学「共同利用・共同研究拠点」が中心となって、具体的な展開が実践されているが、
その可能性や社会的意義はきわめて高い。そのため、その研究及び社会的な発信にあたっては、
同大学の研究機関や施設の特殊性のみに依拠することのない、理論面と実践面双方でのモデル
化が不可欠となる。われわれが３年間で明らかにすべき点は、そこに存していた。 
 
３．研究の方法 
「ラボラトリー機能」の構築に関する、①理論的検証、②実践的モデル化、の作業を並行して
行った。前者①に関しては、舞台芸術における「アートマネジメント研究」及び「ドラマトゥル
ク研究」が主たる先行研究として参照され、後者②に関しては、将来的な「オープン・ラボラト
リー」設置を見据えた３つの主要な「視点」を定め、劇場実験を伴う「創造のプロセス」を実験
的に構築しながら、その有効性と課題を具体的に検証した。その上で、①と②の作業が相互に連
携しながら、各年度の成果と課題を踏まえつつ、「創造」と「研究」が有機的に結びついた「ラ
ボラトリー機能」の可能性を、芸術系大学における実践的研究のモデルとして構築してきた。 

 
（1）理論的な検証と深化  
主な先行研究「ラボラトリー機能」における「創造のプロセス」をめぐっては、学術的な先行
研究として、舞台芸術における「アートマネジメント研究」と「ドラマトゥルク研究」が参照さ



れた。 
① 「アートマネジメント」の現状調査 
現代日本における「創造のプロセス」をめぐる理論的研究は、『公共劇場の 10 年：舞台芸術・
演劇の公共をめぐる現在と未来』、『芸術と環境 : 劇制度・国際交流・文化政策』（2012）をはじ
めとする伊藤裕夫、藤井慎太郎、藤野一夫、小林真理等の研究がすでに蓄積されつつあった。こ
うした諸研究をベースに、本研究プロジェクトにおいては、京都芸術大学舞台芸術研究センター
の 3 名のプロデューサー、及び本研究プロジェクトのための雇用した 2 名の研究補助職員を中
心として、国内外の重要な劇場、文化施設、国際舞台芸術祭、大学等の現地調査（フィールドワ
ーク）を 3年間で 24箇所実施した。 

 
〇大学（1）：韓国総合芸術大学校（韓国・ソウル） 
〇劇場作品（4）：サウンドプラットフォームパフォーマンス（日本・名古屋）、平田オリザ演劇
展 vol.6（日本・東京）、日本・タイ国際共同製作作品『プラータナー』（日本・東京）、地域滞
在製作作品『Pamiliya』（日本・福岡）、 
〇文化施設（5）：山口情報芸術センター（日本・山口）、城崎国際アートセンター（日本・豊岡）、
ブリティッシュ・カウンシル（日本・東京）、国立劇場おきなわ（日本・那覇）、彩の国さいた
ま芸術劇場（日本・与野） 
〇国際舞台芸術祭（10）：フェスティバル／トーキョー2017（日本・東京）、TPAM国際舞台芸
術ミーティング in 横浜 2017（日本・横浜）、同 2018（同）、同 2019（同）、シアターコモン
ズ 2018（日本・東京）、あいちトリエンナーレ 2019（日本・名古屋他）、Festival d’Automne 
à Paris 2017（フランス・パリ） PuSh International Performing Arts Festival 2017（カナ
ダ・バンクーバー）、Sydney Festival 2017（豪州・シドニー）、Festival International de 
Théâtre de la Sibiu（ルーマニア・シビウ） 
〇その他（4）：全国小劇場ネットワーク会議 2018（日本・横浜）、同 2019（同）、Asia Producer's 
Platform Camp2018（インドネシア・ジャカルタ／ジョグジャカルタ）、同 2019（香港・マカ
オ・中国（広州）） 
② ドラマトゥルク研究 
「ドラマトゥルク」は、主として欧米の公共劇場で発展してきた舞台芸術作品の「創造プロセ
ス」を根幹的に支えるきわめてユニークな制度であるが、本研究プロジェクトでは、近年この領
域に関する主要な先行研究である平田栄一朗『ドラマトゥルク：舞台芸術を進化／深化させる者』
（2010）等を基本文献としつつ、特に日本国内における現状を集中的にリサーチする「ドラマト
ゥルク研究部会」を設置し、3年間に亘る研究調査を継続的に実施した。急速に進展しつつあっ
た、その成果の公開の場として、最終年度に公開シンポジウム「ドラマトゥルクをめぐるシンポ
ジウム――「創造のプロセス」の未来」（2019年 6月）、及び公開国際シンポジウム「ドラマト
ゥルギー・リサーチ：鄭成功研究／演劇を通して考える日台中交流史」（同年 12 月）を実施し
た。前者は、機関誌『舞台芸術』23号（京都芸術大学舞台芸術研究センター編集・発行、2020
年 3月刊行）で、後者は同名の研究報告冊子（24頁、フルカラー版）を作成し、刊行した。 
 
（２）実践的なモデル化  
① モデル化の出発点 
京都芸術大学「共同利用・共同研究拠点」が、平成 25－28 年度にかけて行ってきた「ラボラ
トリー機能」に関する萌芽的研究は、①研究者と芸術家が共同研究グループを組織し、②「京都
芸術劇場」を活用した「劇場実験」を中心とする実践的な研究活動を通じて「創造のプロセス」
を構築していく点に特色があった。本研究も、同様の研究方法を採用した。 
② モデル化のための《視点》の設定 
上記をベースとしつつ、本研究では、「伝統」「身体」「テクノロジー」という３つの主要な《視
点》を設定し、それぞれの《視点》を相互に関連づけながら、３年間に亘って複数の「創造プロ
セス」を実験的に立ち上げ、それらを理論的・実践的に繰り返し検証する、という方法を採用し
た。 
③  「劇場実験」の実施 
京都芸術大学は、伝統演劇から現代演劇・舞踊、さらには最先端のマルチメディアシアターま
で含めたプロフェッショナルな舞台芸術作品の上演が可能な、日本で唯一の本格的な劇場施設
である「京都芸術劇場」（大劇場＝春秋座（客席数約 800 名）、小劇場＝studio21（客席数最大
約 130 名））を所有している。同劇場は、年間を通じて、数多くの舞台芸術作品の創造や発信を
実施しているが、本研究は、同劇場を「ラボラトリー機能」として活用する同大学「共同利用・
共同研究拠点」の成果の一部を発展的に継承しようとするものであるが、そこで立ち上げられた
新しい研究手法としての「劇場実験」を中心的な方法とし、3年間で 7件の「劇場実験」（公開・
非公開とも）を実施した。なお、こうした「劇場実験」は、上記《３つの視点》のうちの２つな
いし３つの視点にかかわる複合領域の実験としてなされた。 
 
（３）研究体制（役割分担）  
①研究代表者である天野文雄は、本研究全体の統括を行いつつ、田口章子（研究分担者）と協 
働して、《視点１：「伝統」》の主幹を務めた。 



② 研究分担者である森山直人は、天野の研究統括を補佐しつつ、研究分担者の内野儀、やな 
ぎみわと協働して《視点２：「身体」》、及び研究分担者の岩村原太と協働して、《視点３：「テク
ノロジー」》の主幹を務めた。 
③ 各主幹は、総計 43名の国内外のアーティスト（舞台技術者、舞台制作者を含む）、研究者 
に本研究プロジェクトの「研究協力者」としての協力を得て、13 件に亘る個別の研究グループ
を組織し、研究を進めていった。また、研究を効率的に進めていくために、舞台芸術及び現代芸
術の実践現場にも精通した 2名の研究補助職員を雇用し、研究体制の実効化を促進した。 
④研究の実践にあたっては、京都芸術大学・舞台芸術研究センター、及び同大学「共同利用・
共同研究拠点」の研究活動と密接にリンクしつつ、同大学「京都芸術劇場」を活用しながら行わ
れた。 
 
４．研究成果 
 本研究が構想する「オープン・ラボラトリー」の社会機能を図示すると、以下のようになる。 
 
 《A》                 《B》                《C》 
 作品の構想・テーマ設定 ⇒ 創造のプロセス・実験 ⇒ 本格的な作品化 
 国内外の芸術家・団体・施設  オープン・ラボラトリー   国内外の芸術家・団体・施設  
               （ラボラトリー機能） 
 
 すなわち、（A）国内外の芸術家や芸術団体、文化施設等で、新しい舞台芸術作品の初期構想・
テーマ設定などがなされる、（B）国内外の芸術家や芸術団体、文化施設等は、「オープン・ラボ
ラトリー」と協働しながら、作品の構想・テーマ等に基づいた調査・劇場実験を実施する、（C）
そこでの調査・実験（トライ・アンド・エラー）の成果に基づいて、国内外の芸術家・団体・施
設はそれぞれの拠点に戻って、本格的な作品化に着手し、発表する、という一連の流れとなる。 
それを前提とした上で、本研究の目的である、「ラボラトリー機能」を中核とした芸術系大学
における実践的研究モデルの構築に照合したとき、本研究における研究成果は、以下のような評
価軸で検証することができる。 
（１）「ラボラトリー機能」が、類似の機能と比較してどのような独自性を持ちうるのか。また、
同機能を組織化する上での有効な「研究軸」とは何か。「ラボラトリー機能」が機能するため
に必要なリソースとは何か。 
（２）「ラボラトリー機能」という視点にける国内外とのネットワークの形成は可能か。それは
どの程度の広がりを持ちうるか。 
（３）「ラボラトリー機能」における研究・実験（＝上記 B）が、本格的な舞台芸術の作品化に
繋がる有効性を持ちうるのか。 
 
 上記（１）～（３）の点について、本研究の成果は以下の通りであった。研究成果の全体を通
じて、芸術系大学における「ラボラトリー機能」の研究モデル化とその有効性が実証され、オ
ープン・ラボラトリーの芸術実践上の可能性が明らかになった。 
（１）理論的側面における研究成果 
① 舞台芸術のアートマネジメントを先行研究・先行事例に関する現地調査（3 年間で 24 件）、
ドラマトゥルクの先行研究・先行事例の調査と、それに基づいて実施した公開シンポジウムを通
じて、「オープン・ラボラトリー」が、従来「創造のプロセス」に密接にかかわってきた「アー
トマネジメント」「ドラマトゥルク」と共通する機能を持ち合わせつつ、同時にそのどちらにも
還元できない独自性を持ちうるものであることが明らかになった。とりわけ、上記の公開シンポ
ジウムでは、日本の現代演劇の代表的なドラマトゥルクである長島確氏、滝口健氏との議論を通
じて、ドラマトゥルクが、すでに立ち上げられている作品製作チームを前提とし、その内部で創
造に側面から関与する職能であるのに対して、「オープン・ラボラトリー」は、作品製作チーム
自体の立ち上げと組織化に関与しうることを明らかにすることができた。また、そこでの研究成
果の一部を、機関誌『舞台芸術』23 号を通じて広く公開することができた。 
② ①に関連する事柄として、京都芸術大学舞台芸術研究センターと連携しながら実施された
「鄭成功研究／演劇を通して考える日台中交流史」においては、個人としてのドラマトゥルクで
はなく、一種のドラマトゥルク・チームを一から立ち上げ、3年間継続で「創造のプロセス」の
構築を実験的に行うことができた。①の結論は、この個別研究の成果によっても実証され、そこ
での研究成果を、3年目の国際シンポジムで一般に公開することができたことも大きな収穫であ
った。 
③ 「ラボラトリー機能を組織化する上での有効な「研究軸」として、「伝統」「身体」「テクノ
ロジー」という３つの主要な《視点》は、有効に機能することが明らかになった。同時にまた、
「オープン・ラボラトリー」の基軸となりうる具体的なテーマとして、「サミュエル・ベケット」
「ポール・クローデル」、「アニメと日本の伝統文化」という 3種類を設定したが、結果として、
それぞれのテーマ内における成果だけでなく、「オープン・ラボラトリー」という場全体に波及
する広がりを持ちうることも明らかにすることができた。特にベケットに関しては、これまで手



付かずだった「映像化されたベケット」の主な作品に日本語字幕を付け、「映画祭」という形で
上映するという手法が、これまでベケット作品にアクセスできなかった若手の舞台芸術作家、現
代美術家に大きな反響をよんだことも大きな成果であった。この「映画祭」は、京都芸術大学舞
台芸術研究センター主催で開催され、今後何度でも上映会を開催できる準備が整っている。「芸
術系大学」の貢献の方法という点でも重要な事例となった。 
 
（２）実践的側面における研究成果――研究ネットワーク 
① 「ラボラトリー機能」及びその具体的手法としての「劇場実験」という視点において、国内
の芸術家、芸術団体、文化施設等との広範で、実効性のあるネットワークを構築することができ
た。3 年間にわたる本研究に参加した 43 名の研究協力者のなかには、国内の舞台演出家・俳優
15 名、舞台技術者 6 名、舞台プロデューサー・ドラマトゥルク 8 名、舞台芸術研究者・批評家
12 名の参加を得ることができた。また、京都芸術大学舞台芸術研究センター、同大学共同利用・
共同研究拠点以外に 6 団体と、研究プロジェクトの組織化をともなう研究連携を行うことがで
きた。 
大学（１）：京都工業繊維大学（東善之研究室）、芸術団体（４）：ティーファクトリー、日本
舞台美術家協会、NPO 法人芸術公社、公益財団法人セゾン文化財団、文化施設（１）：SPAC 静
岡舞台芸術センター、 
② ①と同様の視点において、今後の本格的な「オープン・ラボラトリー構想」のコアとなる国
外の芸術家と継続的なネットワークを構築することができた。台湾・日本の国際的演劇プロデ
ューサーの新田幸生、イタリア・ローマ在住の演出家・批評家の多木陽介、インドの現代演劇
を牽引する劇団シアター・ルーツ＆ウィングス（シャンカル・ヴェンカテーシュワラン（演出
家）、鶴留聡子（プロデューサー））とは研究プロジェクト実施の前後を含め、京都と継続的な
連携を結ぶことに繋がり、ルーマニア・シビウ演劇祭とは、具体的な研究連携が進行しつつあ
る。 
【今後の課題】国際的なネットワークのさらなる拡大が可能であり、令和 2年度より、「アジア
圏」にフォーカスした新たな研究を立ち上げている。 
 
（３）実践的側面における研究成果――劇場実験とその成果 
① 3 年間を通じて、6件の劇場実験を実施することができた。2017 年度には、前年度に京都芸
術劇場で世界初演されたマルチメディア型演劇『繻子の靴』（渡邊守章翻訳・演出）の再演を想
定した実験、国際的な舞踊家・山田せつ子を研究代表者とする「ダンスの創造的行為をめぐって」
における特殊な実験舞台の芸術的効果の探究、「サミュエル・ベケットを展示する」における劇
場ロビーの創造的使用の探究がそれぞれ行われた。2018 年度には、「モバイルシアタープロジェ
クト」において、劇作家ハイナー・ミュラーのテキストに基づくユニークなロボット演劇の実験
が実施され、同時にまた、「インド/京都による国際共同研究」において、日本であまり知られて
いない現代インド演劇作品の実験上演が実施され、「アジアの大学における演劇教育」において
は演劇教育の世界的第一人者オーブリー・メロー氏との共同実験が企画された（西日本豪雨のた
め実験は中止）。2019 年度には、「プラハ・カドリエンナーレ展出典のための研究実験」におい
ては、日本の舞台美術史を、国際舞台美術展に出展するための劇場的方法論の探究が、「『４』上
演の可能性を巡る劇場実験」においては、マルチメディアを活用した台詞劇の新たな上演方法の
探究が、それぞれ行われた。比較的短期間に、非常に多様な劇場実験を行うことができたことで、
「オープン・ラボラトリー」が幅広い要請に対応可能なことが実証された。 
② 上記①の劇場実験 7本において、個別の研究プロジェクト終了後に、その研究成果をベース
にした本格的な舞台作品が 6本企画され、5本が実現された（残りの 1本はコロナ禍のため 2021
年度に延期）。このことにより、「オープン・ラボラトリー」における研究手法が、実際の舞台芸
術作品の創造に直接結びつく有効性を持つことが明らかになったと言える。 
 「劇場実験」の研究成果がベースとなり実現した舞台芸術作品は、以下の通りである。 
（i）マルチメディア型演劇作品『繻子の靴』（再演版）：渡邊守章翻訳・演出、高谷史郎・映像、
服部基・照明／静岡芸術劇場、2018 年 6月。 
（ⅱ）ダンス作品『破壊の子ら』（世界初演）：山田せつ子企画、筒井潤・演出／京都芸術劇場・
春秋座、2018 年 11 月。 
（ⅲ）ライブ・パフォーマンス『MM』(世界初演)：やなぎみわ構成・演出／2019 年 2 月－2020
年 2月、高松市美術館、アーツ前橋、福島県立美術館、神奈川県民ホールギャラリー、静岡県立
美術館。 
（ⅳ）演劇作品『インディアン・ロープ・トリック』（世界初演）：シャンカル・ヴェンカテーシ
ュワラン作・演出／2020 年 2月、京都芸術劇場・春秋座、リーブラホール。 
（ⅴ）展示作品「日本ブース」、日本舞台美術協会作品／2019 年 6月、プラハ・カドリエンナー
レ展。 
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